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第一章
⾧ぐつと星空

『⾧ぐつと星空』
ふるさと文庫
筑波研究学園都市の生活を記録する会 編

• 筑波研究学園都市の住民たちによって
記された生活文集

• 筑波研究学園都市に暮らす人々の日常
が素朴な筆致で描かれている

• 全６巻

第一章 ⾧ぐつと星空

『⾧ぐつと星空』

星空
東京では見られない星空

⾧ぐつ
⾧ぐつ無しで歩けない
未舗装道路

図：1960年の桜中学校通学路
（『目で見るつくばの歴史』 より）

第一章 ⾧ぐつと星空

花室団地に入居した住民の証言

『医療、買い物、交通、道路等不便この上なく、

住宅を一歩出た所から道はまだ舗装されておらず、

（中略）⾧靴が必要。こんな状態の道路なので、

ゴミ収集車も来られず（中略）松林の一隅に大き

な穴が掘ってあり、鉄条網で囲んだゴミ捨て場に

生ごみは投げ捨てていた。』（『⾧ぐつと星空 第三

部』p305） 図：1972年、完成直後の花室団地

（『目で見るつくばの歴史』 より）

第一章 ⾧ぐつと星空
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「（新設小学校に旧集落の子供を通わせることへの反対運
動について）これは村の人の、国や県の土地の買上げ以来
の被害者意識、新住民に対するコンプレックスの表われと
みてよいだろう。」（『続・⾧ぐつと星空 下』p289）

「旧住民は百年もここに住み、苦労してきたのに、新住民
は来たばかりで、すぐにいろいろな要求をしてくる」
（『続・⾧ぐつと星空 上』p48,49）

新住民 ⇔ 旧住民

第一章 ⾧ぐつと星空

『学園は、皆どこの馬の骨か分からない』

『浮草みたいなものだから』

『博士はバカセよ』
（島美佐子「人間とコミュニケーション」より,『続・⾧ぐつと星空 下』収録）

第一章 ⾧ぐつと星空

筑波研究学園都市の周辺住民の
置かれた状況とは。

新都市に彼らは何を思ったのか。

第一章 ⾧ぐつと星空

1963年 研究学園都市の建設が 筑波地域 に決定

図：つくば市合併以前の
６か町村

図：研究学園都市開発以前の
筑波地域

筑波町

大穂町

豊里町

谷田部町

茎崎町

桜村

つくば市合併前

東京の過密対策
高水準の研究・教育

第一章 ⾧ぐつと星空

この六か町村に研究学園都市開発前から住む「旧住民」

研究学園都市建設での変化
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建設開始から徐々に人口は増加。
「新住民」が多くつくばに。

当初計画では4000haの用地買収
反対運動・農地への配慮で
2700haに。
（地域調査報告 1992「筑波研究学園
都市の土地利用」）

第一章 ⾧ぐつと星空

この六か町村に研究学園都市開発前から住む「旧住民」

「家の外を見回して、アパート群に囲
まれた景観を見るとき、こんなはずで
はなかったと思う。」
（『続・⾧ぐつと星空 上』より）

「山菜採り、農家との関わり、本当の産
地直売などを楽しむことができた。しか
し、その場所も、今はカスミストアーを
はじめとする商店街となり、

昔が夢のように思えてなりません。」
（『⾧ぐつと星空 第三部』より）

「茸取に行ったり、兎を追ったりした山に、
今は高層ビルが立ち並んでいる。」
（『続・⾧ぐつと星空 上』より）

都市の発展への希望

新しい都市建設における
旧住民の「疎外感」

第一章 ⾧ぐつと星空
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筑波研究学園都市が目指した
都市像とは何だったのか。

今日、我々が足を踏みしめる 
筑波研究学園都市。

その誕生に隠された、周辺住民たちの声なき声を探る。 

第一章 ⾧ぐつと星空

住民の声を探る
第一章 ⾧ぐつと星空

~調査手法~

１．年表の作成
• つくばの歴史の実態を把握する

ために、年表を作成した。

作成した年表

文献を参考にし、つくばで起
こった主要な出来事を「建設
期」(1963年～1980年)
「整備期」(1981年～1987年)
「発展期」(1988年～現在)
の3つの時期に分け、まとめた。

２. 文献調査
• 研究学園都市建設当時の住民

の声を知る手がかりとして、
各種史資料(書籍・論文・動
画)を読みこんだ。 

• 当時の状況が分かる写真や地
図の収集も行った。

住民の声を探る ↓調査に使用した文献（一部）

第一章 ⾧ぐつと星空

~調査手法~
文献情報 媒体 概要

 筑波研究学園都市の生活を記録する会

(1981)「⾧ぐつと星空」（第一部・第二部・

第三部）

書籍

筑波研究学園都市の建設当初・建設の過

程が住民目線で書かれている。建設当時

の生活・心境などが中心。

 筑波研究学園都市の生活を記録する会

(1985)「続・⾧ぐつと星空」（上・中・下）
書籍

筑波研究学園都市の建設当初・建設の過

程が住民目線で書かれている。「⾧ぐつ

と星空」の続編。

藤沢勘兵衛(1980)「勘翁自伝 : 八十五歳

のうは言」
書籍

学園都市建設期に、栄村村⾧・桜村村⾧

を務めた藤澤勘兵衛が85歳の時に記した

自伝。

三井康壽(2015)「筑波研究学園都市論」 書籍

筑波研究学園都市の建設理念や田園都市

構想、研究学都市建設の進み方、それに

対する筆者の評価。

「ACCSアーカイブ（研究学園都市今昔２５

年）」
動画

研究学園都市建設開始から25年間の都市

の変化について。新住民のインタビュー

を話題の中心に進められている。

茨城県映画「未来をひらく都市ʷ筑波研究学

園都市ʷ」（1981）
動画

住民の生活と研究機関、新旧住民の交流

について。

土肥 博至, 若林 時郎(1988)「筑波研究学園都

市における住民の生活と意識の変容につい

て」

論文

筑波研究学園都市という新都市がどのよ

うな過程を経て現在に至っているのか、

都市形成過程の実態についての考察。

桜井武雄(1987)「茨城県下の田園都市運

動について」
論文

茨城県下 における田園都市運動の実践報

告

土肥博至,筒井義冨,鎌田元弘(1988)「混住化

農村集落における住宅団地計画に関する基礎

的研究」

論文

集落内部における新旧住民の混在状況を

「混在パターン」としてとらえ，それら

の発現の状況を観察し，集落形態別に混

在パターンからみた開発方式について考

察している。

３. インタビュー調査

つくば市

11月3日 北条

11月29日 苅間

12月2日 栗原

12月2日 玉取・大曽根

12月5日 上ノ室

第一章 ⾧ぐつと星空

インタビューの様子
（北条地域）

~調査手法~

←インタビューで
は文献調査で得ら
れた当時の写真を
利用して、当時の
状況を思い出して
もらった。

↓学園東大通り

↑つくばセンタービル
建設中

出典「写真集 筑波研究学園都市」

住民の声を探る

つくば市

11月3日 北条

11月29日 苅間

12月2日 栗原

12月2日 玉取・大曽根

12月5日 上ノ室

◎話題のテーマ
１学園都市建設にあたっての心境の
変化

２学園都市建設に伴う地域の変化

３学園都市と各地域のつながり

４新旧住民の交流

第一章 ⾧ぐつと星空

~調査手法~
住民の声を探る

３. インタビュー調査

第二章
錯綜する都市の理想
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北条地区の住民の証言

「周辺地域は発展に置いて
いかれた感覚があり、
学園都市はもっと別な発展の
仕方があったのではないか」

「均衡のとれた田園都市という
スローガンを聞いて、
周辺と調和した都市ができる
と思っていた」

図：北条地区での取材の様子
（2021/11/3撮影）

第二章 錯綜する都市の理想

図：新都市決定を伝える新聞
（1961/9/1 毎日新聞夕刊より）

研究学園都市建設決定

・1961年に研究学園都市建設が閣議決定

・官庁の集団移転と研究施設の集約

「田園都市」という文言は使われていない

第二章 錯綜する都市の理想

候補地

那須高原

つくば

参考：東京都心

赤城山麓

富士山麓

図：研究学園都市建設の候補地
（地理院地図 Vectorに筆者加筆）

第二章 錯綜する都市の理想

異なる意味の「田園都市」

茨城県の「田園都市建設事業」
→ 農村地域のインフラ整備

ハワードが考案した「田園都市論」
→ 職住近接型の都市が「田園都市」

図：「田園都市」を示すダイアグラム
（E.ハワード『明日の田園都市』より）

「田園都市」という言葉が
異なる意味で用いられていた

第二章 錯綜する都市の理想

国の
研究学園都市

構想

県の
田園都市建設

事業

いつしか混ざった認識になる

第二章 錯綜する都市の理想

藤沢勘兵衛

• 栄村・桜村の村⾧を務める
• 研究学園都市構想において住民の束ね役に
• 茨城県の田園都市建設事業に強く共感
• イギリスへ行き、田園都市の視察も行う

第二章 錯綜する都市の理想

藤沢勘兵衛銅像
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「私は国の筑波研究学園都市の構想の本質も、
（中略）日本に近代的なまったく新しい発想
の田園都市を創るものだ、ととらえたので
す。」
（『勘翁自傳』より）

彼を中心に、「田園都市の建設」は住民の共通認識に

第二章 錯綜する都市の理想

図：研究学園都市第二次マスタープラン
（国土技術政策総合研究所『筑波研究学園都市の現状と諸

課題にみる都市形成過程上の問題』第一章より）

土肥博至がマスタープランにハワードの田園
都市構想を取り入れる

藤沢
「私はこれ（筑波研究学園都市のマスタープ
ラン）を見て、すぐ前年に視察していたイギ
リスのニュータウンと見比べてみました。
（中略）本物の田園都市ができる、と思った
のです。」（『勘翁自傳』より）

第二章 錯綜する都市の理想

1970年、筑波研究学園都市建設法に
「均衡のとれた田園都市」という文言が初めて取り入れられる。

田園都市

自然豊かな街都市と農村の
均衡のとれた街

第二章 錯綜する都市の理想

筑波研究学園都市の建設は進み、
理想が高まっていく

科学 国際

平和

田園都市

自然豊かな街都市と農村の
均衡のとれた街

第二章 錯綜する都市の理想

リニアモーターカーの
一般公開

つくば万博に訪れた
各国の要人

しかし、現実には…

「まちが開発から無視されている感覚を持った」
北条地区の住民

「開発の対象でない地域との差が広がりさびれた地域と
『都会化』した地域の差を感じることもあった」
葛城地区の住民

第二章 錯綜する都市の理想

新住民は…

「知性と科学の街、世界に誇る日本の研究学園都市ならば、
図書館 が建設されるのは時間の問題だと思っていたのです。
あれから、もう八年経ちました。
その間に次々と立派な施設が建設され、
街はすっかり様変わりし、⾧靴も必要でなくなりました が、
依然、公共図書館はありません。」
（『続・⾧ぐつと星空 中』より）

第二章 錯綜する都市の理想
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第三章
巨大な異物

「学園都市ができたことで、
かえって生活が不便になった」
学園都市周辺地区の住民

一般に、都市ができると生活はより豊かになる

→いったい何が起こったのか？

第三章 巨大な異物

「道路開発により従来の『線』が寸断され、
行き来がしにくくなった」
苅間地区の住民

当時の航空写真を調べてみると…

苅間から他地域に向かう道路は、
学園都市建設によって分断されていた

第三章 巨大な異物

一の矢

大曽根

北条

倉掛 土浦

若栗

牛久

谷田部

苅間 上の室

苅間から他地域へのネットワーク
<学園都市建設前>

第三章 巨大な異物

一の矢

大曽根

北条

倉掛 土浦

若栗

牛久

谷田部

苅間 上の室

学園都市の建設により
従来の道が消滅

学園都市内の新道を使えば
移動はできるが…

第三章 巨大な異物

図：分断された旧道
（それぞれ地理院地図をもとに筆者加筆）

ー学園都市建設前の旧道
ー学園都市建設後に消滅した部分

第三章 巨大な異物
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図：分断された旧道（それぞれ地理院地図をもとに加筆）

ー学園都市建設前の旧道
ー学園都市建設後に消滅した部分

第三章 巨大な異物

1961-1969年 現在

苅間 苅間

「車の移動に適した道路ばかりが完成し、
徒歩での移動がしづらくなった。」

学園都市周辺地区の住民

新道の建設による、生活道路の分断

→日常の移動の妨げに

第三章 巨大な異物

苅間の交差点に建つ石碑
(2021年11月撮影)

第三章 巨大な異物

『学園』 (筑波研究学園都市のことを）
旧住民

第三章 巨大な異物

行政区分としては同じつくば市で
ありながら、自身の居住地とは区別していた

「学園建設はあまり関係なかった。」
栗原地区の住民

第三章 巨大な異物

実際は筑波大学へ働きに出たり、
大型の病院を利用していた

なぜ、あくまでも別モノ、別世界だったのか？

第三章 巨大な異物
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茸とりに行ったり、兎を追ったりした山に、今は高層ビルが建
ち並んでいる。ただの外人だって見なかったのに、この頃は外
国の首相まで続々お出でになり、我々はこんな生活の変化に取
り残されまいと必死だった。 （『続・⾧ぐつと星空 上』より)

第三章 巨大な異物

→全くもって異質なものが流入してきた

第三章 巨大な異物

「まちが開発から無視されている感覚を持った」
北条地区の住民

→学園都市偏重とも思われる政策による

「しかし大部分の村民は、行政が新住民偏重になっているとい
う意識が強く、『我々、インディアンは……』などと自虐的な
物言いをする人も多い。」
（『続・⾧ぐつと星空 下』 より)

第三章 巨大な異物

→行政の区別がコミュニティ間の差別的意識に

地元の子どもが話す茨城弁と違い、共通語が「どことなく気
取った風」であったため、転校してきた子どもの中には、言葉
が交友を深めるのに障害となった人もいた。
（『⾧ぐつと星空 第三部』 より)

第三章 巨大な異物

→言葉や文化のちがいが交流の妨げに

住宅の人達とは言葉も違いますし、また出身地も様々なので、
店の若い者は御用聞きに行くのを億劫がりました。
（『⾧ぐつと星空 第三部』 より)

新しい住民、特に学園の人達は、われわれとは質の異なるもの
としての見方が定着している。（『続・⾧ぐつと星空 下』 より)

第三章 巨大な異物

→研究学園都市を別モノとして見ることにつながる

なぜ、あくまでも別モノだったのか？

第三章 巨大な異物

→行政における扱いやそこに住む人々の
性質があまりにも違ったためではないか？
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第四章
雪消の道をなづみ来るかも 現代語訳「筑波山を遠くから見ているだけでは飽き足りず、雪解けの道を

苦しみながらやってきました。」
（参考：https://art-tags.net/manyo/three/m0383.html）

第四章 雪消の道をなづみ来るかも

筑波嶺を外のみ見つつありかねて

雪消の道をなづみ来るかも
- 丹比真人國人（万葉集第三巻）

新旧住民は互いに交流し打ち解けようと
努力している側面もあった 

「泥のついたネギや大根を初めて見た子供達。近くの農家の人た
ちが採れたての野菜を朝市に運んでくる光景はおなじみである。
土浦まで野菜の買い出しに出かけ、途中の畑で白菜を分けても
らったことをきっかけに、農家へ遊びに行き、お茶をご馳走して
もらう、採れた農作物を地元で売る話が出る。そして住宅街で野
菜を並べる。最初は農家の人たちも声が出ず汗が出るばかり。そ
んな時に今度は新住民の人たちが冷たい麦茶を出す。こうして朝
市が始まった。今では新旧住民を結ぶもの。」

(https://www.youtube.com/watch?v=H8GEAPcXHVYより引用)

第四章 雪消の道をなづみ来るかも

←桜村朝市で旧住民の人たちが野菜を
売る様子

(『⾧ぐつと星空 第二部』より)

第四章 雪消の道をなづみ来るかも

苅間地区に住んでいる方の話
（昭和55年頃から住む）

「新旧住民の間に断絶感はなかった。」

「まつりやPTAの活動が交流の場となっていた。」

「筑波大学の教授の稽古や講座でも交流が生まれて
いた。」

第四章 雪消の道をなづみ来るかも

↑
キャンパスの寮のお祭りの様子
(https://www.youtube.com/watch?v=H8GEAPcXHVYより)

第四章 雪消の道をなづみ来るかも
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第五章
レインブーツ＆スターリースカイ

調査を通して

•理想化され、錯綜した都市の構想
→住民たちの期待に反する結果に

•「筑波研究学園都市」は完成されたのか？
→当初の思想との乖離

第五章 レインブーツ＆スターリースカイ

筑波研究学園都市は未完成である

第五章 レインブーツ＆スターリースカイ

住民たちが作り上げた学園都市

（茨城県映画『未来をひらく都市ʷ筑波研究学園都市ʷ』1981年 より）

第五章 レインブーツ＆スターリースカイ

「住宅は人が住むための機械である。」
- Le Corbusier, "Vers une architecture"

建設されただけの都市もまた、
「人々が暮らすための機械」でしかない？

「都市計画」が目指すべきものとは？

第五章 レインブーツ＆スターリースカイ
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